0924　探究科学Ⅰ(プレ国際・社会探究)
～秋休み読書課題説明～

１．今後の予定
	回数
	月日
	活動内容

	１
	9/10
	夏休み活動報告会

	２
	9/17
	テーマ再設定

	３
	9/24
	秋休み課題説明・継続研究

	★
	秋休み
	秋休み課題

	４
	10/8
	秋休み課題シェア会

	５
	10/15
	継続研究

	６
	10/22
	継続研究　＊助言会用スライド作成含む

	７
	10/29
	継続研究　＊助言会用スライド作成含む

	８
	11/5
	探究テーマ助言会(佐々井先生、杉浦先生、兼松先生、坪井先生)

	９
	11/12
	継続研究

	10
	11/19
	継続研究

	11
	11/26
	継続研究

	★
	12/6
	(金)17：00　マイプロジェクトアワード応募〆切

	12
	12/10
	継続研究　＊クロスセッション用スライド作成含む

	★
	12/14
	(土)　　福井大学公開クロスセッション(オンライン)　13～17時

	★
	12/23
	(月)　　後期前半終了式の午後　「国際探究科ウィンターセミナー探究編」

	★
	1/13
	(月祝)　マイプロジェクトアワード福井県summit　(書類審査通過者のみ)

	13
	1/21
	継続研究　＊SSH研究発表会用スライド作成含む

	14
	1/28
	継続研究　＊SSH研究発表会用スライド作成含む

	15
	2/4
	SSH研究発表会　ポスター発表リハーサル

	★
	2/8
	(土)　　SSH研究発表会

	16
	3/4
	SSH研究発表会振り返り

	17
	3/11
	継続研究　＊国際・社会探究Ⅰに向けて

	18
	3/18
	継続研究　＊国際・社会探究Ⅰに向けて



２．本日の予定　継続研究・課題再設定
(１)先週に引き続き、継続研究・課題の再設定を行う。
　　①テーマ決定　　→現状把握(先行研究・ベストプラクティスなど)
　　②悩んでいる人　→先輩の資料・ネット・ヨミダス・図書室・先生方との対話

(２)考える視点
　　①課題の発展性・探究する価値があるか？
　　②現状把握ができているか？(先行研究・書籍、数値・根拠など)
　　③ターゲットは明確か？
　　④仮説・方法は適切か？
　　⑤２月のSSH発表会までどのように進めるか？

(３)先輩たちの探究テーマも参考に！　＊継続研究も考えてみよう！
　　＊classroomに先輩たちのデータのリンク有　＊決してデータを編集しないように！！

(４)後期初回の授業(10/8)に、国際・理数の移動を行います！
　　☞既に、理数への移動を決めている人は、理数の探究テーマを検討してください！

３．秋休み課題

　(１)読書１：探究テーマに関する書籍
①１人１冊以上、探究テーマに関する書籍を読む。
　＊中古でもいいので購入推奨。若高の図書室や県立図書館などで借りてもよい。
　　②グループの場合、全員が違う書籍を読むことを推奨。
　　③スライドに、参考になりそうな文章・表・グラフ・図などを記録する。
　　　＊その上で、そこから考えたことやデータの分析、自分の探究にどのように生かせそうかなどの考察も記入する。
　　④スライドの最後に、今後の展望(2月のSSH研究発表会までの活動計画)を記入
　【スライドについて！！】
　　スライドは、下記の場所に「夏休み活動報告会」のスライドをコピーして作成する。
生徒共有\02_社会科\★国際・社会探究\★R6国際・社会探究\プレ国際・社会探究
\02イベント関係\1008秋休み読書シェア会\01書籍スライド 

(２)読書２：３－１の先輩の実践記録
　　①classroomにある３－１の先輩の実践記録集から3名以上の先輩の実践記録を読む。
　　②下記の項目を必ず含め、ドキュメントにまとめる。
　　　・なぜ、その先輩の実践記録を選んだのか。
　　　・先輩の探究の概要
　　　・先輩が探究で身に付けた資質・能力
　　　・先輩の実践記録から自分の探究に生かせそうなこと・心構えなど
　【ドキュメントについて！！】
　　ドキュメントは、下記の場所に保存する。
生徒共有\02_社会科\★国際・社会探究\★R6国際・社会探究\プレ国際・社会探究
\02イベント関係\1008秋休み読書シェア会\02実践記録ドキュメント

４．10/8(火)　「秋休み読書シェア会」(５時間目)
　(１)グループでシェア会を行う。（橘先生、上原先生、林先生、竹原先生、横田）
　(２)シェア会では、共有ドライブのスライド・ドキュメントを見ながら行う。
　(３)一人ひとり、読書内容について発表する。
　(４)発表を踏まえ、簡単に質疑を行う。
　(５)詳細は、後日classroomでご案内します。

★★読書の目的★★
　書籍や論文には、その道の先人の方が膨大な時間を書けて調査・研究した内容が凝縮されています。自分たちが悩んでいること、考えていることなどは、実は本を読めば一発で解決してしまうことがたくさんあります。探究は、自分たちの頭の中「だけ」で考えていても発展しません。夏休み活動報告会を経て、ある程度、探究テーマが確立してきた今こそ、書籍をしっかり読み込み、先人たちの研究成果を知ることが大切だと思います。これが、アカデミックな研究につながります。学術的に裏付けされた根拠をもとに探究することで、成果にもつながります。
　また、身近な先輩の実践記録を読むことで、3年間の探究活動の見通しを持ち、どのような学びができるかをイメージすることができます。先輩を超える探究を期待しています。
